
いちごドリルプリント

ことわざ(初級)プリント 月 日 名前

問1 「犬も歩けば棒に当たる」の意味はどれですか？
1. じっとしていないで外に出れば、必
ず良いことがある

2. 無駄な動きをすると、かえって悪い
結果を招く

3. 何かをしようと行動すれば、思わぬ
幸運や災難に出会うことがある

4. 犬のように活発に動けば、誰かに褒
められることがある

問2 「百聞は一見にしかず」の意味はどれですか？
1. 百回聞くよりも一度見たほうが記憶
に残る

2. 百回聞くよりも一度見たほうが物事
を理解できる

3. 百回聞くよりも一度見たほうが正し
い判断ができる

4. 人から何度も聞くよりも、一度自分
の目で見るほうが確かである

問3 「花より（　）」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 餅 2. 団子 3. 飴 4. 饅頭

問4 「早起きは（　）の徳」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 十文 2. 一文 3. 五文 4. 三文

問5 「七転び八起き」の意味はどれですか？
1. 何度失敗しても、くじけずに立ち上
がって努力すること

2. 物事は七回目からうまくいくように
なる

3. 七回転んで八回起き上がるほど体が
丈夫だ

4. 何度も転ぶのは不注意であるという
戒め

問6 「三人寄れば（　）の知恵」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 文殊 2. 観音 3. 天神 4. 釈迦

問7 「泣きっ面に」に続く言葉はどれですか？
1. 虻 2. 雨 3. 蚊 4. 蜂

問8 「二兎を追う者は（　）をも得ず」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 三兎 2. 一兎 3. 二兎 4. 半兎

問9 「濡れ手で」に続く言葉はどれですか？
1. 粟 2. 米 3. 麦 4. 豆

問10 「塵も積もれば」に続く言葉はどれですか？
1. 丘となる 2. 塔となる 3. 壁となる 4. 山となる

問11 「弘法も筆の誤り」の意味はどれですか？
1. その道の達人であっても、時には失
敗することがあるということ

2. 弘法大師のように字が上手な人でも
間違えることがあるという教え

3. どんなに練習しても、本番では失敗
してしまうことがあるということ

4. 筆の使い方が悪いと、どんな達人で
も失敗してしまうということ

問12 「良薬は口に」に続く言葉はどれですか？
1. まずし 2. つらし 3. 苦し 4. きびし

問13 「月夜に提灯」の意味はどれですか？
1. 月夜に提灯を下げて夜道を照らす準
備をすること

2. 明るい月夜に提灯を下げても無駄で
あるように、不必要なことのたとえ

3. 月夜に提灯を下げればより明るくな
るという教え

4. 月夜に提灯を下げて歩くほど慎重で
あるべきだという教え

問14 「猿も木から落ちる」の意味はどれですか？
1. 猿のように身軽な人でも、高いとこ
ろからは落ちる危険がある

2. 失敗を恐れずに挑戦し続けることが
大切だ

3. どんなに優れた人でも、いつかは必
ず衰えていく

4. その道に優れた名人でも、時には失
敗することがある

問15 「能ある鷹は」に続く言葉はどれですか？
1. 爪を隠す 2. 牙を隠す 3. 羽を隠す 4. 目を隠す

問16 「虎穴に入らずんば虎子を得ず」の意味はどれですか？
1. 準備をしっかりすれば失敗すること
はない

2. 危険を冒さなければ、大きな成果は
得られない

3. 虎の子供はとても可愛いということ 4. 危険な場所には決して近づいてはい
けない

問17 「情けは（　）のためならず」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 親 2. 友 3. 人 4. 世

問18 「雨降って地固まる」の意味はどれですか？
1. 雨が降ると地面が硬くなって歩きや
すくなること

2. 雨の日は外に出ない方が安全だとい
うこと

3. 悪いことが起きてもすぐに忘れるこ
と

4. 揉め事のあと、かえって前よりも良
い状態になること



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 3
何かをしようと行動すれば、思わぬ幸運や災難
に出会うことがある

「犬も歩けば棒に当たる」は「何かをしようと行動すれば、思わぬ幸運や災難に出会うこと
がある」という意味です。

問2 答え 4
人から何度も聞くよりも、一度自分の目で見る
ほうが確かである

「百聞は一見にしかず」は「人から何度も聞くよりも、一度自分の目で見るほうが確かであ
る」という意味です。

問3 答え 2
団子

「花より団子」の「団子」の部分が入ります。 意味は「風流や見た目よりも、実質的な利
益や実用性を重んじること」です。

問4 答え 4
三文

「早起きは三文の徳」の「三文」の部分が入ります。 意味は「朝早く起きると、健康によ
かったり少しだけ良いことがあるということ」です。

問5 答え 1
何度失敗しても、くじけずに立ち上がって努力
すること

「七転び八起き」は「何度失敗しても、くじけずに立ち上がって努力すること」という意味
です。

問6 答え 1
文殊

「三人寄れば文殊の知恵」の「文殊」の部分が入ります。 意味は「凡人であっても、三人
集まって相談すれば素晴らしい知恵が浮かぶものだ」です。

問7 答え 4
蜂

「泣きっ面に蜂」の続きは「蜂」です。 意味は「不運なことが重なって、さらに悪い状態
になること」です。

問8 答え 2
一兎

「二兎を追う者は一兎をも得ず」の「一兎」の部分が入ります。 意味は「欲を出して同時
に二つのことをしようとすると、どちらも失敗する」です。

問9 答え 1
粟

「濡れ手で粟」の続きは「粟」です。 意味は「苦労せずに思いがけず利益を得ること」で
す。

問10 答え 4
山となる

「塵も積もれば山となる」の続きは「山となる」です。 意味は「わずかなものでも、おろ
そかにせず積み重ねれば大きなものになる」です。

問11 答え 1
その道の達人であっても、時には失敗すること
があるということ

「弘法も筆の誤り」は「その道の達人であっても、時には失敗することがあるということ」
という意味です。

問12 答え 3
苦し

「良薬は口に苦し」の続きは「苦し」です。 意味は「自分にとってためになる忠告は、聞
くのがつらいものだ」です。

問13 答え 2
明るい月夜に提灯を下げても無駄であるよう
に、不必要なことのたとえ

「月夜に提灯」は「明るい月夜に提灯を下げても無駄であるように、不必要なことのたと
え」という意味です。

問14 答え 4
その道に優れた名人でも、時には失敗すること
がある

「猿も木から落ちる」は「その道に優れた名人でも、時には失敗することがある」という意
味です。

問15 答え 1
爪を隠す

「能ある鷹は爪を隠す」の続きは「爪を隠す」です。 意味は「実力のある人は、それをひ
けらかしたりしないこと」です。

問16 答え 2
危険を冒さなければ、大きな成果は得られない

「虎穴に入らずんば虎子を得ず」は「危険を冒さなければ、大きな成果は得られない」とい
う意味です。

問17 答え 3
人

「情けは人のためならず」の「人」の部分が入ります。 意味は「人に親切にすれば、巡り
巡って自分に良い報いが返ってくる」です。

問18 答え 4
揉め事のあと、かえって前よりも良い状態にな
ること

「雨降って地固まる」は「揉め事のあと、かえって前よりも良い状態になること」という意
味です。


